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第６次三春町長期計画体系図

基本理念　　安全安心なまち
　　　　　　　　自主自立のまち
　　　　　　　　継続発展するまち

　　　施策の体系 　　　施策の体系
１．だれもが暮らしやすい 防災・災害対策 ◎ 災害に強い地域づくり ３．元気で健やかに暮らせる 健康づくりの推進 ◎ 訪問・健康教育の充実

　　　まちづくり ◎ 災害に対する備えの充実 　　      まちづくり ・ 健康づくりの推進
◎ 桜川河川改修事業 ・ 受診しやすい検診体制づくり

・ 介護予防の推進
交通安全・防犯対策 ・ 交通安全対策 ・ 食生活改善への支援

・ 防犯対策
地域医療の充実 ◎ 町立三春病院設置事業

上下水道の整備 ・ 水の安全・安定供給 ・ 保健・福祉・医療の連携強化
・ 上水道の整備 ・ 国民健康保険事業の推進
・ 公共下水道の整備 ・ 老人医療費の適正化対策

　　子どもからお年寄りまで ・ 浄化槽の整備
　　誇りと愛着の持てる 　保健・福祉・医療の充実により 地域福祉・社会福祉 ・ 社会福祉協議会への支援
　　安全で安心な 道路・交通網の整備 ◎ 幹線道路の整備 　長く健康で暮らせる の充実 ・ 民生児童委員への支援
　　まちづくりを進めます。 ◎ 生活道路の整備 　まちづくりを進めます。 ・ まちづくり協会保健福祉部会との連携強化

・ 都市計画道路の整備 ・ 福祉団体等の育成
・ 公共交通システムの構築

高齢者福祉の充実 ◎ 敬老園改修と運営の見直し
情報通信基盤の整備 ・ 高速インターネット利用可能地域の拡大 ・ 在宅福祉サービスの充実

・ 携帯電話の不通話地域の解消 ・ 介護サービスの充実
・ 敬老会の充実

住環境の整備 ・ ゆとりある住まいづくり ・ 高齢者の生きがいづくり
・ 住環境の整備
・ 町営住宅管理事業 障がい者福祉の充実 ◎ 障がい者自立支援対策

・ 障がい者のための給付・サービス事業の充実
田園生活空間の ・ 田園環境の保全 ・ 障がい者福祉団体への支援
提供 ・ UＪＩターン推進事業

４．みんなで築くつながり 協働によるまちづくり ◎ まちづくりへの参画の推進
魅力ある市街地 ・ 中心市街地活性化事業 　　　　　　　　のあるまちづくり ・ 参加する仕組みづくり
の形成

ボランティア活動 ・ まちづくり協会活動への支援
２．夢をもち豊かな心が 子育て支援 ◎ 子育て支援の充実 への支援 ・ ボランティア活動への支援

・ 乳幼児医療費の助成
・ 乳幼児育成支援事業 情報の共有化 ◎ 積極的な情報の公開

　人と人との結びつきを ・ 広報の充実
幼児教育の充実 ・ 幼稚園・保育所の一元化の推進 　大切にし 協働による ・ 情報通信技術の活用

・ ニーズに対応した幼稚園・保育所の運営 　まちづくりを進めます。 ・ 防災行政無線の受信状況の改善

学校教育の充実 ◎ 学校教育の充実 広域行政の推進 ・ 広域行政の推進
◎ 小・中学校の再編（統廃合）と跡地（施設） ・ 国・県との連携強化

利用の検討
・ 学校・地域における子どもの安全対策 ５．地域の特性と資源を活かした 農林業の振興 ◎ 農業経営基盤の強化

　　子育てや交流活動などの 　　　　　　 　　　活力あるまちづくり ◎ 地産地消の推進
　　支援を通して一人ひとりが 校外学習の充実 ・ 児童館活動の充実 ・ 環境保全型農業の推進
　　いきいきとした ・ 地域子ども教室の実施 ・ 森林資源の活用
　　まちづくりを進めます。

青少年の健全育成 ・ 青少年問題協議会の充実 工業の振興 ◎ 積極的な企業誘致
・ 児童相談・要保護児童対策 ・ 立地企業への支援

文化・生涯学習・交流 ・ 生涯学習事業の推進 商業の振興 ◎ 魅力的な商店街の形成
の推進 ・ 交流館事業の推進 ・ 担い手への支援

・ 国際交流事業の推進 　産業資源を有効に活用し
・ 町内外の交流の推進 　魅力的で活力のある 観光の振興 ◎ 通年型観光の推進

　まちづくりを進めます。 ・ 観光ＰＲ活動の推進
スポーツの振興 ・ 総合型地域スポーツクラブの設立

・ 体育施設の適切な管理運営 環境・リサイクル ・ 循環型社会形成の推進
への配慮 ・ 省エネルギー・自然エネルギー取組みの推進

男女共同参画の推進 ・ 男女共同参画条例・男女共同参画プラン ・ 環境美化意識の向上
の策定

歴史・文化の継承 ・ 歴史的・文化的資源の活用
・ 伝統文化の継承

良好な景観の形成 ・ 景観計画の策定

土地利用の検討 ・ 地域で進める総合的な土地利用計画事業

将来像
　　豊かな自然の恵みや歴史と文化を守り伝え、
　　協働により発展しつづける町

まちづくりの目標 まちづくりの施策（基本計画） まちづくりの目標 まちづくりの施策（基本計画）

　　　　　　育つまちづくり
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はじめに 

 
１．背景 
（１）第５次長期計画のまちづくり 

大量生産・大量消費が見直され、経済発展をひたすら追い求める時代から、心の豊

かさや生活の質の向上が大切にされる時代に移り変わってきました。 
第５次長期計画では、「経済開発の視点」からではなく、「生活の視点」でまちづく

りを考えるべきとして、「生活提案型のまちづくり」を基本理念として、各種プロジ

ェクトを推進するとともに、「ほんとうの豊かさ」とは何かということを問題提起し、

まちづくりを進めてきました。 
（２）時代の変化 

成長期社会から心の豊かさや生活の質の向上を大切にする成熟社会への移り変わ

りの中、町を取り巻く環境も大きく変化しています。 
① 依然とした経済の長期低迷の中、国・地方を通じた厳しい財政状況にあります。 
② 地方分権の進展により、国に集中している権限や財源が県や市町村に移り、地

域の実情やニーズに合った個性的で多様な行政を展開することができるよう

になってきています。 
③ 少子高齢化の急激な進行や人口減少問題は、三春町のみならず、日本の社会全

体に大きな影響を及ぼす問題の一つとして認識されるようになっています。 
このような状況を踏まえ、あらためて三春町の現状や課題を捉えた第６次長期計画

を策定します。 
 

２．目的と役割 
この計画は、三春町の目指すべき姿を長期的な視点で見据え、これからのまちづくりを

計画的、体系的に進めていくための指針となるものです。したがってこの計画に基づき、

具体的な事業計画等を作成、見直すこととなります。 
町の目指す方向を町民と共有することが、協働によるまちづくりを実現する上での前提

条件となります。この計画に対する理解と認識が深まり、それぞれの役割を果たすことが、

まちづくりの大きな推進力となります。 
 また、さまざまな施策や事業を効果的、効率的に進めるためには、国、県、近隣市町村

との連携と協力が必要であり、そのために、三春町が目指すまちづくりの姿勢を明らかにす

ることは重要であると考えます。 
 
３．構成及び期間 
第６次長期計画は、基本構想と基本計画で構成します。 

（１）基本構想 
町を取り巻く社会状況の変化や課題を踏まえ、地方自治法に示されているように、

議会の議決を経て町の将来像及びそれを達成するための基本的な施策の方針を定め



 3

るものです。 
（２）基本計画 

基本構想に定めた施策の方針に基づき、各分野の施策を体系的に示すものです。 
（３）計画の期間 

平成１８年度（２００６年度）を初年度とし、平成２７年度（２０１５年度）を目

標年度とする１０か年とします。 
 
４．将来の見通し 
（１）人口 

三春町の人口は、国勢調査の人口推移をみると、平成２年から７年にかけては、郡

山市近郊の住宅地として人口が増加していましたが、その後は人口減少に転じてい

ます。今後も人口が減少するものと推計されていますが、平成１７年における人口に

ついて、平成７年と平成１２年の国勢調査から推計した人口よりも、人口減少が大き

かったことが心配されます。 
全国的にも人口減少時代に移り変わりつつあり、高齢化社会への急速な進展、コミ

ュニティの喪失など、これまで表面化されなかった様々な問題が発生するのではない

かと懸念されています。 
三春町においても定住化を促進し、人口減少に歯止めをかけていくことが重要とな

っており、若年層の人口減少や少子化対策が課題であると考えます。            

このような状況を踏まえ、人口増加の施策を展開することとし、第６次長期計画の

目標年次（平成２７年）における人口を１８,６００人程度と想定します。 
 

 表１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 国勢調査による数値。ただし、平成１７年については速報値。 
◆ 平成７年と１２年の国勢調査から推計した将来人口の推移。（（財）統計情報センター） 

   ･･･ 平成２７年の人口を１８，６００人と想定した場合の人口推移のイメージ。 

   
 

人口推移と将来推計人口 
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19,197

（人） 

18,600 
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（２）財政 
①現状と課題 
町では、ここ十数年にわたり多様化する行政需要への的確な対応と「三春らしさ」

を実現するまちづくりのため、さまざまな事業を実施してきました。 
公共下水道の整備など、将来のあるべき姿を展望した長期的な観点から借入金によ

る事業を実施してきました。 
その結果、予算に占める借入金の返済額は年々増加を続け、財政を悪化させている

大きな要因となっています。 
このため、平成９年度から財政の健全化に向けた取組みを始め、平成１６年度から

は「第２次行財政改革大綱」の制定等、財政再建に努めているところです。 
一方、国と地方の税財政改革いわゆる「三位一体改革」により国庫支出金制度や地

方交付税制度は大きく変わろうとしていますが、未だ改革の到達点が見えておりませ

ん。今後の状況によっては、町の財政再建に大きな影響を与えることにもなります。 
 

②今後の見通し 
短期的には平成１６～１８年度までの「財政構造改革プログラム」の着実な実施に

より、借入金を１２０億円まで削減することを目標としています。これにより平成２０

～２１年度に想定される借入金の返済ピークを抑え、基本的な行政サービスに要する

財源を確保します。 
しかし、今後の地方交付税制度改革の動向によってはさらなる地方交付税の削減が

行われる可能性もあることから、引き続き厳しい財政運営を迫られます。 
長期的には平成２７年度普通会計における借入金残高を約８０億円程度まで圧縮す

ることを目標とします。 
これにより、今まで蓄積してきた社会資本を有効に活用し維持するための財源と新

たな行政需要に対応するための最低限の財源を確保します。 
町が将来にわたって自主自立のまちとして発展し続けるためには、効率的な行財政

運営を行うことが重要であり、そのためには、国に財源の多くを依存する現状から自

ら財源を生みだせるよう財政構造改革を進め、しっかりとした財政基盤をつくること

が必要不可欠です。 
平成２７年度までの歳入歳出及び町債残高に係る財政見通しは次のとおりです。 
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表２ 
＜歳入＞

年度 Ｈ13 Ｈ16 Ｈ18 Ｈ22 Ｈ27

町 税 1,677 1,703 1,604 1,561 1,546

地 方 交 付 税 2,628 2,118 2,051 1,915 1,664

分担金等及び使用料等 388 395 414 382 345

国 県 支 出 金 737 654 412 357 355

そ の 他 の 収 入 851 1,636 1,026 804 754

町 債 1,591 718 309 500 500

歳 入 合 計 7,872 7,224 5,816 5,519 5,164

※その他の収入には譲与税、交付金、繰入金、繰越金財産収入、寄附金、諸収入が含まれる。

※分担金等及び使用料等には分担金、負担金、使用料,手数料が含まれる。

(単位：百万円）

 
＜歳出＞

年度 Ｈ13 Ｈ16 Ｈ18 Ｈ22 Ｈ27

人 件 費 1,499 1,364 1,344 1,238 1,142

扶 助 費 291 395 438 474 523

公 債 費 1,815 1,431 1,221 1,169 956

物 件 費 933 882 910 773 630

補 助 費 等 818 755 863 774 744

繰 出 金 351 419 462 501 553

そ の 他 の 経 費 208 234 247 240 266

投 資 的 経 費 1,708 1,452 281 300 300

歳 出 合 計 7,623 6,932 5,766 5,469 5,114

※その他の経費には維持補修費、積立金、投資・出資金・貸付金が含まれる。

(単位：百万円）
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表２及び表３について 
 
〇今回の試算については以下の前提条件により行っています。あくまでも現時点での試算であり、前提条件が変われば試算結果はおの

ずと変更されるものです。 

〇なお、国の制度、将来人口、その他の要因により前提条件が変更となった場合は、出来るかぎり早い時期に再試算を行うものとします。 

＜前提条件＞ 

（歳入） 

・ 町税は将来人口推移から納税者数を推計し、併せて過去５ヵ年の収入実績を基に試算しています。 

・ 地方交付税は今後の改革の中身が極めて不透明ですが、現在の動向から更なる削減が行われるものと想定し、削減額は平成 23 年

度まで徐々に削減され、最終的には 15％の削減になるものと想定しています。 

・ 国県支出金はこれまでに行われた補助金制度の改革については試算に反映していますが、今後の改革の中身が不透明であるため、

現在の運営費的な補助金については将来人口推移と過去５ヵ年の収入実績を基に試算しています。ただし臨時的投資的補助金は計

上していません。 

・ 町債は毎年５億円の借入を行うものとして試算しています。また、臨時財政対策債は平成 18 年度で終了となりますが、これに代

わる制度が継続されるものとして試算しています。 

（歳出） 

・ 人件費は定員適正化計画を基に試算しています。 

・ 扶助費、物件費、維持補修費及び繰出金は過去 5 年間の支出実績を基に試算しています。 

・ 補助費等は一部事務組合負担金、上下水道事業への償還利息を計画により推計し、また、その他の負担金、補助金は過去 5 年間の

支出実績を基に試算しています。 

・ 投資的経費は一律 3 億円で計上しています。 

 
 

（３）これからの三春町の１０年 
このように、少子高齢化や人口減少、そして厳しい財政運営を迫られることは避け

られそうにありません。こうした状況に対処するためにも現状をしっかりと受け止め

たうえで、将来をきちんと見据え地に足の着いたまちづくりを進めていく必要があり

ます。 
 三春町には、これまで受け継いできた有形・無形のすばらしい財産が数多くあります。

これからの１０年間は、限られた財源の中でまちづくりを進めていかなければならな

いため、町に潜在している資源を見つめ直し、まちの歴史・文化、豊かな自然環境や

特性を活かしながら「住みたい」、「住んでよかった」と思われるように、町の魅力を

高めていくことが重要になってきます。魅力あるまちづくりが町の活性化につながり、

ひいては人口減少対策につながるものと考えます。  
 そして、厳しい財政状況であるという共通認識のもと、町民、議会、町（執行機関）

それぞれがこの計画に対する理解と認識を深め、協働によるまちづくりを一層確かな

ものにしていく必要があると考えます。 
知恵と工夫と協働により、魅力あるまちづくりが求められているのです。 
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第１編 基本構想 

第１章 基本理念 

三春町は、美しく豊かな自然の恵みと、歴史、伝統、文化を地域の財産として永く継承

し、三春らしさを大切にしながら、町民の生活を考えたまちづくりを進めてきました。 

こうしたこれまでのまちづくりを受け継ぎ、そして発展させ、地域の均衡がとれたしっ

かりとしたまちづくりを進めます。 

まず、安全安心をまちづくりの重要な基盤としていきます。また、現在の地方自治のあ

り方や生活のあり方を見つめ直し、自主自立のまちづくりや継続し発展しつづけるまちづ

くりの実現を目指します。 

 

１．安全安心なまち 

私たちの生活は、安全安心のうえに成り立っています。 

生命や財産の危険がなく、安全に暮らせるからこそ、そこに安心が生じます。そして、

安心して暮らせるからこそ、生活を楽しむことができます。 

すべての人々が、安全で安心して暮らせるまちを築いていきます。 

 

２．自主自立のまち 

地方分権が進み、自治体が自ら考え、必要な事業を行い、その責任を自ら負う分野が

拡大しています。また、町民のニーズが多様化するなか、町民や地域の視点に立ったま

ちづくりが求められています。 

このような状況の下、三春町の規模だからこそ、地方分権時代にふさわしい政策づく

り、きめ細かい福祉の実現が可能になるものと考えます。 

そして、町民、議会、町それぞれが責務を主体的に果たし、協働という視点で自分た

ちが暮らす地域のことを考えていく必要があります。 

「住民自らが考え、自らが決め、そして自らが責任を持って実行する」という自主自

立の実現に向け、自分たちのまちに誇りと愛着が持てるまちづくりを目指します。 

 

３．継続発展するまち 

少子高齢化が進み、生産人口の減少や地域活力の低下など、町民生活への影響が切実

な問題になってきています。 

また、これまでの資源やエネルギーの大量消費による急激な経済発展が、環境問題や

エネルギー問題などを引き起こしてきたため、省エネルギーや循環型社会への取組みが

進められるようになってきました。 

私たちは、これらの問題を受けとめつつ、これまでの元気で活力ある地域社会やうつ

くしい自然環境をずっと守り育てていきます。 

 

 

 

 



 8

第２章 まちづくりの目標 

基本理念にしたがい、町の将来像を 

 
「豊かな自然の恵みや歴史と文化を守り伝え、協働により発展しつづける町」 
とします。 

そして町の将来像の実現に向けて、以下の５つをまちづくりの目標として、各分野の

施策を進めていきます。 
 

１．だれもが暮らしやすいまちづくり 

暮らしやすさということを効率性、利便性のみならず、人と人との交流や安らぎと

いった精神的な視点でも考えていきます。また、年齢、価値観、ライフスタイルによ

っても暮らしやすさに対する考えは異なってくることから、幅広い視点で考えていき

ます。 
若者の定住促進は、少子高齢化の中、地域の活力を維持するために、これからます

ます重要になってきます。若者にとって、暮らしやすく魅力のあるまちづくりが重要

課題となっています。 
三春町は自然豊かな環境の中、市街地の魅力、農村の魅力が同居する町です。 
その魅力を高め、暮らしやすさを向上させるために、各種プロジェクトを展開して

きました。さらに、その方向性を伸ばし、子どもからお年よりまでが地域に誇りと愛

着を持って、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めます。 
 

●防災・災害対策（災害に強い地域づくり、災害に対する備えの充実、桜川河川    

改修事業） 
災害を未然に防ぎ、災害から町民の生命や財産を守ることは町の重要な責務です。

これまでも大雨によるがけ崩れや浸水被害が発生していましたが、最近も天候の急

変による大雨被害が多くなっています。これまで以上に危険区域を考慮した土地利

用のあり方や的確な災害予測などが重要となっています。このため、万一の災害に

備えて、消防団や自主防災会との連携や地域ぐるみの防災活動の定着を図り、災害

に強い町を目指します。 
また、浸水被害のない安全な地域づくりを進めていくために、河川改修の促進を

関係機関等へ働きかけていきます。 
災害が発生した場合には、速やかな対応を図り、災害後の円滑な復旧が図れるよ

う努めます。 
 

●交通安全・防犯対策（交通安全対策、防犯対策） 
交通事故を防止し、安全・円滑かつ快適な交通環境を確立するため、関係機関や

交通安全協会と一体となって、交通安全施策の実施を推進します。 
また、犯罪防止のため、関係機関、防犯協会、地域の連携により防犯体制の充実

を図ります。 
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●上下水道の整備（水の安全・安定供給、上水道の整備、公共下水道の整備、浄化槽

の整備） 
上水道、下水道は、快適な生活を行う上で、必要不可欠なライフラインです。安

全でおいしい水の提供や潤いのある水環境の実現を目指して、整備が進められてい

ます。また、安心して自然水が利用できることは貴重な財産であり、その環境を守

ることも重要であると考えます。 
上水道については、水の安定供給の観点から老朽管の更新に重点を置いて、計画

的な整備を目指します。 
下水処理については、集合処理、個別処理の組み合わせにより、長期的な展望で

計画的に推進します。 
 

●道路・交通網の整備（幹線道路の整備、生活道路の整備、都市計画道路の整備、 
公共交通システムの構築） 

移動手段として自動車への依存度は高く、道路は町民の生活を支える重要な社会

基盤です。 
幹線道路網の整備は、地域間の交流を促進し、産業の振興や町民の生命や身体を

守るための救急医療活動、緊急時の災害活動にも大きな影響を与えるものです。広

域的な視点で、高速交通網や公共交通機関との連携を重視した幹線道路の整備と充

実を図ります。 
生活道路については、地域住民の協力により、生活の利便性の向上や安全の確保

を図るとともに、維持管理に努めます。 
高齢者等の交通利便性の確保や自然環境への負荷の軽減を図ることからも、公共

交通の連携強化や利用促進を図るとともに地域特性に合わせた公共交通システムの

構築を図ります。 
 

●情報通信基盤の整備（高速インターネット利用可能地域の拡大、携帯電話の不通  
           話地域の解消） 

情報通信技術の急激な進展により、インターネットや携帯電話が急速に普及し、

いまや経済活動や社会生活を営むための重要な社会基盤のひとつになっています。

特に若い世代にとっては、無くてはならないものになっています。 
町内のどこにおいても、高速インターネット接続サービスや携帯電話サービスが

利用でき、地域格差のない情報通信環境が整うよう努めます。 
 
  ●住環境の整備（ゆとりある住まいづくり、住環境の整備、町営住宅管理事業） 

住宅政策を地場産業の育成というまちづくりの視点で捉えるとともに、ユニバー

サルデザイン（※１）や環境に配慮し、景観の重要な要素として取り組んでいき

ます。２世代、３世代が一緒に暮らすことができるなど、ゆとりある住いづくりが

望まれており、地域の特性に対応した住宅としてその推進に努めます。 
また、まとまりのある住宅地の形成に努め、住宅地と住宅地を結ぶ軸の形成を図
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るとともに、必要な生活基盤整備を計画的に進めます。さらに、周辺の景観や自然

環境と調和した住環境の整備が図られるよう誘導していきます。 
町営住宅は、民間賃貸住宅の市場状況や、真に町営住宅を必要とする人の状況を

把握し、多様性、柔軟性のある施策を展開していきます。既存住宅の適正な維持管

理に努めるとともに、建替えが必要な町営住宅については、これからの高齢化社会

に配慮した住宅を計画的かつ合理的に供給します。 
 

※１ ユニバーサルデザインとは、障がい者・高齢者・健常者の区別なしに、すべての人が使いやす

いように製品・建物・環境などを考えること。 

 
  ●田園生活空間の提供（田園環境の保全、UJI ターン推進事業） 

自然環境への意識の高まりやゆとり・安らぎといった心の潤いを求めるなど、人々

の価値観の多様化が進んでいます。そして、都会から自然豊かな農村で暮らすこと

への憧れが高まっています。 
こうしたニーズに対応し、農村の持つ美しい自然、おいしい水、きれいな空気と

いった農村の持つ魅力を最大限に利用し、田園生活空間の提供を進めます。 
 
●魅力ある市街地の形成（中心市街地活性化事業） 

中心市街地では、裏山の緑を風致地区に指定し、景観に配慮した街路整備とそれ

に伴う店舗等の建替えによる街並み整備や交流館を中心とする交流・情報核の整備

を進めてきました。 
さらに中心市街地の魅力を高めるため、商業の拠点づくりに取り組むとともに、

生活に潤いと安らぎをもたらす公園や広場を大切な交流空間として捉え、その形成

に努めます。 
また、桜川河川改修による水辺の景観形成や街づくり協定（※２）の推進によって、

町民とともに美しい街並みの保全に努めます。 
 

※２ 街づくり協定とは、美しく住みよい地区にするために、地区ごとに話し合いを重ね必要な事項

を申し合わせること。 
 
 

２．夢をもち豊かな心が育つまちづくり 

地域のよさに気づくことによって地域への愛着が深まり、その中で夢が育っていく

ものと考えます。そういったことが次の世代に受け継がれ、地域の財産となっていき

ます。 
まちづくりは人づくりからとも言われ、人材育成の重要性が認識されています。 
まず、子どもを安心して生み育てられる環境を整え、子どもが健やかに育つよう、

子育ての支援や子育てしやすい環境づくりを推進します。 
また、学校、家庭、地域が連携を図り、次の時代を担う子どもたちが心豊かに育つ

よう努めます。 
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そして、自主的な生涯学習活動への支援や人と人との交流活動への支援を通して、

一人ひとりがいきいきとし、地域もいきいきするまちづくりを進めます。 
 

●子育て支援（子育て支援の充実、乳幼児医療費の助成、乳幼児育成支援事業） 
少子化が急速に進行していますが、少子化の原因としては、晩婚化、未婚率の上

昇、子育てに対する負担感などが考えられ、さらに進行することが心配されます。 
この傾向を改善するためには、子どもを安心して生み育てられる環境を整えるこ

とがまず必要です。子どもが健やかに育つことを支えるのは、社会全体の責務と考

え、子育てに悩む養育者の相談窓口の充実などにより子育ての負担を軽減し、育児

を楽しめるような環境を整備することが不可欠です。 
そのためには、地域・学校・企業・行政がそれぞれの役割を担いながら、「地域の

子どもは地域で育てる」という共通認識の下に、子育て支援を進めます。 
  
●幼児教育の充実（幼稚園・保育所の一元化の推進、ニーズに対応した幼稚園・保 

育所の運営） 
幼稚園・保育所の一元化と就学前教育・家庭教育の充実を図るため、子育て支援

センターを設置してきました。保護者のニーズに合わせた保育サービスの実施、乳

幼児や障がい児保育等に対応した保育所・幼稚園の運営を推進するとともに、少子

化を踏まえた定数の検討なども進めていきます。 
 

●学校教育の充実（学校教育の充実、小・中学校の再編（統廃合）と跡地（施設）利

用の検討、学校・地域における子どもの安全対策） 
いじめ、不登校、虐待、不審者による被害、犯罪の低年齢化など、子どもたちを

取り巻く環境は年々厳しくなっています。 
子どもの安全な生活を確保し、子どもの豊かな成長を促す教育環境整備に努め

ます。保護者、学校、関係団体と地域ぐるみで子どもの安全に取り組むとともに、

生命の尊重、自立心、自己責任など、基本的なルールが身につくよう支援します。

また、子どもの地域における活動の充実を図ります。 
町では、子どもと教師の夢が共に育つ学校づくりを進めてきました。「三春に暮

らす児童・生徒の一人ひとりが自分の将来に対して、喜びと生きがいのある人生を

主体的に創造する力を備え、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できるよ

うな人材に育つよう支援する。」ことを基本方針として、学校教育を推進します。 
また、一貫した教育指導や生活指導ができるよう、小学校と中学校の連携による

教育を図ります。 
さらに、少子化時代における学校規模と教育効果について研究を進めます。 
 

●校外学習の充実（児童館活動の充実、地域子ども教室の実施） 
子どもたちが、放課後や休日の自由な時間を充実して過ごせるよう、児童館での

取組みを展開してきました。これからも保護者のさまざまな要望に応えられるよう、

柔軟な取組みを進めます。 
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また、地域が一体となって子どもたちを見守ることのできる環境をつくることが

求められています。子どもたちが、地域の中で、安全に過ごすことができ、健全な

心が育つよう、地域のボランティアと一緒になって取り組んでいきます。 
 

●青少年の健全育成（青少年問題協議会の充実、児童相談・要保護児童対策） 
次代を担う青少年の健全育成は、少子高齢化、情報化、国際化が進んでいること

や青少年を取り巻く環境が年々厳しくなっていることなどから重要性を増してい

ます。 
明るく健全な環境をつくるために、地域社会が一丸となって社会活動を促進する

ことが必要です。青少年の健全育成に関わる相談業務を推進するために関係機関と

の連携を一層強化します。 
 

●文化・生涯学習・交流の推進（生涯学習事業の推進、交流館事業の推進、国際交 
流事業の推進、町内外の交流の推進） 

交流館を拠点とし、人・物・情報の交流の場を提供して、町民の芸術文化、学習

意欲、展示活動の向上を図るとともに、生涯学習施設を活用し、町民の多様なニー

ズに対応した生涯学習機会の提供を推進します。 
また、町では、地域に根ざした都市交流、国際交流を進めてきており、これから

も、交流を通して相互理解が深まり、実りのある交流が続くよう支援していきます。 
 

●スポーツの振興（総合型地域スポーツクラブの設立、体育施設の適切な管理運営） 
誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる総合的なスポーツクラブの設立に向

けて取り組みます。また、スポーツを通して心身ともに健全な人間を育成するため

の活動の機会と場の充実を図るとともに、適切な施設の管理運営を進めます。 
 

●男女共同参画の推進（男女共同参画条例・男女共同参画プランの策定） 
各種委員会の委員への女性の登用など男女平等の実現に向けた取組みが進められ

てきましたが、なお一層の努力が必要とされています。 
少子高齢化の進展など社会の変化に対応するため、男女が互いにその人権を尊重

しつつ責任も分かち合い、個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画

社会の実現が望まれており、その思想が地域に定着する取組みを推進します。 
  
 
３．元気で健やかに暮らせるまちづくり  

だれもが、住み慣れた地域で長生きしたいと願っており、いかに健康で生活できる

期間を延ばすかが重要なテーマです。 

その実現のために、保健・福祉・医療は、大きな役割を担っています。福祉施策は、

少子高齢化の急速な進行やライフスタイルの多様化などにより制度の改革が進んでい

ます。 

高齢化の進行や生活習慣病の増加などに伴い、保健事業の果たす役割はますます大
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きくなっています。乳幼時期から高齢期に至るまで各年齢に応じた健康づくりや生活

習慣病の予防、介護予防を推進します。 

それを支える医療機能の充実も課題であり、町内の医療機関の連携や救急医療への

対応など地域医療体制の整備を図ります。 

高齢者にとって住みやすい環境を整えるため、ユニバーサルデザインの採用とバリ

アフリー化を推進します。また、引きこもりがちにならないような体制づくりや交流

の場の提供を推進します。 

 

●健康づくりの推進（訪問・健康教育の充実、健康づくりの推進、受診しやすい検診 

体制づくり、介護予防の推進、食生活改善への支援） 

生活習慣病の発病を予防する「一次予防」に重点を置き、「健康は自らつくるもの」

という考えを基本として、地域ごとに数値目標を掲げて意識を高めるなど、地域ぐ

るみの健康づくり活動を主体に健康管理の支援や保健サービスの充実を図ります。 

 

●地域医療の充実（町立三春病院設置事業、保健・福祉・医療の連携強化、国民健康

保険事業の推進、老人医療費の適正化対策） 
町民に良質な医療を提供し、地域の安心感を高めるために、地域における病院機

能を保持し、地域の保健・福祉・医療の連携強化を図っていきます。 
また、国民健康保険や老人医療については、医療費の適正化対策に努めていきます。 

 
●地域福祉・社会福祉の充実（社会福祉協議会への支援、民生児童委員への支援、ま

ちづくり協会保健福祉部会との連携強化、福祉団体等

の育成） 
わたしたちの身の回りには、さまざまな悩みや不安を抱えていて、何らかの支援

を必要とする人がいます。町の支援だけでなく、同じ地域に暮らす住民同士の出会

いや支え合いの関係が必要です。そして、みんなで力を合わせる相互扶助の考え方

が重要です。 
町民一人ひとりが自立した生活を送ることができるよう、地域の人々や町、民間

の福祉サービス事業者、ボランティア団体等が力を合わせ、地域で支え合う地域福

祉の仕組みづくりを進めます。 

 
●高齢者福祉の充実（敬老園改修と運営の見直し、在宅福祉サービスの充実、介護サー

ビスの充実、敬老会の充実、高齢者の生きがいづくり） 
高齢者がこれまで培ってきた知識や経験を生かす機会の確保や社会への参加を支

援し、生きがいをもって生活できる社会づくりを進めます。 
また、高齢者が住み慣れた地域で自立した生活ができるよう在宅福祉を柱とした

取組みを進めます。 
介護の悩みと老後の不安を軽減し、できるだけ長く住み慣れた環境での生活がで

きるよう、町の創意と工夫をこらした取組みを行います。 
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●障がい者福祉の充実（障がい者自立支援対策、障がい者のための給付・サービス事

業の充実、障がい者福祉団体への支援） 
障がい者や障がい児が社会活動に自主的に自由に参加でき、家庭や地域のなかで

安心して生活を送ることができるよう、各種サービスの提供体制の充実や、障がい

者がサービスを利用しやすいように情報提供を進めます。 
また、障がい者の自立支援のための体制整備と併せ、福祉団体への支援を進めます。 

 
 
４．みんなで築くつながりのあるまちづくり 

三春町は、町民参加のまちづくりを基本とし、人と人との交流を大切にしてきまし

た。しかし、人と人との交流が次第に少なくなり、地域のコミュニティが薄まりつつ

あるのではないかという懸念があります。また、家庭という視点で考えても、核家族

化が進んで同居家族が少なくなり、家族の結びつきも弱まってきているのではないか

という不安感があります。 

このような中、地方分権、市町村合併が進み、地方自治体は自立できるまちづくり

が求められています。自主自立の実現を目指すためには、協働によるまちづくりが不

可欠であることから、人と人との結びつきを強め地域のコミュニティの活性化を図り

ます。 

また、周辺自治体との役割と機能を分担しながら、広域的な取組みを進めます。 

 

●協働によるまちづくり（まちづくりへの参画の推進、参加する仕組みづくり） 
協働を実現させるためには、隣組の付き合いや世代間の交流が重要となります。

みんなで参加するという地域の連帯感を築き、特に、若い人や女性のまちづくりへ

の参画などが求められます。そのためには、参加できる、参加する人をひきよせる

場をつくることが重要です。そして、三春町町民自治基本条例が定着し、町民とし

て何をすべきか、自分たちでできることは自分たちでするという意識をもち、個人

がやるべきこと、地域がやるべきこと、行政がやるべきことが理解され、協働によ

るまちづくりの実現が図られるよう取り組みます。 
 

●ボランティア活動への支援（まちづくり協会活動への支援、ボランティア活動への

支援） 
町民の活動を活発化させ、町民との協働を推進するために、ボランティアや NPO

の育成・活動支援を図ります。 
これまでもまちづくり協会は、協働を実現するための先導的な役割を担ってきま

したが、各まちづくり協会独自の目標の設定や施策を実施し、さまざまな人が参画

できる仕組みづくりなどにより、さらに活発になっていくよう支援します。 
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●情報の共有化（積極的な情報の公開、広報の充実、情報通信技術の活用、防災行政

無線の受信状況の改善） 
まちづくりを進めるうえで、情報の共有化は欠かせないものです。情報通信技術

の活用を図ることにより、交流や連携が一層深まり、町民の利便性が向上すること

が期待されています。 

個人情報の保護に留意し、積極的な情報発信や情報公開を進め、情報共有化の充

実を図ります。 
防災行政無線については、受信状況が悪い地域の改善と内容の充実を図ります。 

 
●広域行政の推進（広域行政の推進、国・県との連携強化） 

町民の生活圏がより広域化していることや事業の効果や効率を考え、消防や廃棄

物処理などを中心に、今後も周辺自治体との連携・協力体制を進めます。また、国

や県についても密接に連携・協力をとりながら、まちづくりを推進します。 

 
 

５．地域の特性と資源を活かした活力あるまちづくり 

産業は、私たちの生活を支えるための重要な基盤です。産業の振興は、私たちが安

心して暮らせることや、若い世代にとって魅力ある地域づくりに必要なものであり、

地域における「ひと」「もの」「情報」「歴史」「文化」「景観」などを活用し、循環させ

る考え方が大切です。 

「ひと」については、地域を担う人材の発掘や育成が課題です。特に、農業、商業

の振興を考えた場合には、担い手への支援が重要となってきます。 

また、「もの」については、地域内で生産されたものを地域内で消費する地産地消の

考え方が重要となってきます。 

三春町には、歴史、文化、街並みなど魅力的な資源がたくさんありますが、これら

の資源が十分活用されているとは言えません。そのため、他方面からも高く評価され

ている魅力的な資源を磨き上げ、観光客や定住を希望する人の流入を促進します。 

既存資源を有効に活用するという考え方に加え、循環型社会という視点で、環境に

配慮したまちづくりを進めます。 

 

●農林業の振興（農業経営基盤の強化、地産地消の推進、環境保全型農業の推進、森

林資源の活用） 
    農業は、新鮮で安心安全な農産物の安定供給ばかりでなく、豊かな景観の形成な

ど、潤いのある生活空間や自然と調和したまちづくりを支えるうえで重要な役割を

担っています。 
    しかしながら、その農業を営むためには「集落の力」と「まとまり」が必要です。

担い手の高齢化や農産物価格の低迷などから遊休農地が増加するなどさまざまな問

題を抱えていますが、現在積極的に取り組んでいる中山間地域等直接支払制度によ

り担い手農家を中心とした集落営農をさらに推進し、農業が本来保持する役割と機

能の増進を図ります。 
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    さらに、農業の基本は「土づくり」にあり、平成１７年から稼動した堆肥センター

の利活用を一層進める必要があります。町内関係組織や農業者、町等が連携して堆

肥の利用による有機農業を推進し、地域の大切な資源である農地の活用により、新

鮮で安全な農産物の生産を行うとともに、町内の直売所等を中心として地産地消の

推進を図ります。 
また、農産物の付加価値を高めることも、今後の農業振興に必要な方策であり、

その組織化や具体化について検討します。 
    林業については、木材の供給だけでなく、水源のかん養、地球温暖化防止など、

その役割は極めて重要です。こうした観点から、地場産木材の利用促進を通して森

林資源の活用を図るとともに、その重要性が理解されるような取組みを推進します。 
 

  ●工業の振興（積極的な企業誘致、立地企業への支援） 
若年層の人口流出の抑制や U・J・I ターン（※３）の促進を図る意味でも、安定

した雇用の場を確保するため、町内立地企業の発展や新たな企業進出は重要です。

町内の工業団地は、交通アクセスの利便性に恵まれていることや地盤が堅固である

という優位性を持っています。今後もこのような優れた立地条件を積極的にPRし、

関係機関との連携を図りながら企業誘致を推進します。 
 
※３ Ｕターンとは、故郷に戻って就職することをいい、J ターンとは、故郷まで戻らず途中の地方

に居住を移すことを指す。また I ターンとは故郷以外の地方へ居住を移すことをいう 。 

 
●商業の振興（魅力的な商店街の形成、担い手への支援） 

車社会の進展や近隣地域への大型小売店の相次ぐ出店などにより、既存商店街を

取り巻く環境は厳しい状況にあります。このような傾向から、中心市街地の空洞化

が懸念されるため、ひと・もの・情報が集まる拠点づくりや、空き地への店舗集積

と賃貸借住宅の整備、地域商業と地域農業の連携によるイベント開催など、活力あ

る中心市街地に向けた個性的な取組みを行ってきました。 
今後もこのような取組みを継続するとともに、意欲ある商業の担い手への支援策

の展開や、大型店にはない触れ合いのある店舗がある、歩いて楽しい魅力的な商店

街の形成を図ります。 
 

●観光の振興（通年型観光の推進、観光 PR 活動の推進） 
滝桜の開花時期を中心に町にはたくさんの観光客が訪れます。町内の城下町特有

の風情を残した地域資源を活用し、街中への誘客を推進します。そして、全町的な

通年型の観光による町の活性化を目指します。 
そのためには、町民一人ひとりが観光客へもてなしの心で対応し、一流の観光地

に相応しい受け入れ態勢を確立することが重要です。 
また、観光地としての魅力を高めるために、地域ブランドとしての特産品や美味

しい食べ物などの情報発信や積極的な観光 PR についても関係機関と連携しながら

進めます。 



 17

さらに今後は、田舎暮らしや農業との触れ合いを求める観光ニーズが高まること

が考えられることから、体験型、滞在型観光への取組みを進めます。 
 

●環境・リサイクルへの配慮（循環型社会形成の推進、省エネルギー・自然エネルギー

取組みの推進、環境美化意識の向上） 
私たちの暮らしは少なからず環境に影響を与えているため、環境負荷の少ない取

組みが重要となっています。限りあるエネルギーを有効に利用することは、次の世

代の子どもたちにより良い環境を引き継いでいくことにつながります。環境に配慮

した町を目指すため、省エネルギーや自然エネルギーの取組みを推進します。 
町では、ごみの分別収集に取り組み、リサイクルに力を入れてきました。廃棄物

発生抑制の広報活動の推進、資源物回収体制の改善・整備など循環型社会形成のた

めの基本システムを整備します。 
また、散乱ごみの回収、不法投棄への厳格な対応など環境美化の向上に努めます。 

 
 

●歴史・文化の継承（歴史的・文化的資源の活用、伝統文化の継承） 
三春町は、城下町の風情を残し、歴史・伝統・文化が息づく町です。 
先人たちが築き上げた伝統文化を継承し、寺社、城跡などの趣ある歴史的・文化

的資源の保護を図るとともに、これらを活かした取組みを進めます。 
 
 

●良好な景観の形成（景観計画の策定） 
町では、多彩な歴史的、文化的伝統と恵まれた自然環境を活かした美しい歴史公

園都市づくりを進めるために景観の保全や整備を行ってきました。景観を貴重な財

産として、これからも町全体の景観を守り育てていきます。 
 
 

●土地利用の検討（地域で進める総合的な土地利用計画事業） 
土地は､ 現在及び将来における町民のための限られた貴重な資源であるとともに､

生活や生産のための共通の基盤です｡そのため、町全域において、町民とともに計画

的な土地利用や望ましい土地利用について検討を深め、それに沿った取組みを推進

します。 
 

   
 

 
 




